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界

展

1望

清
代
農
民
叛
乱
研
究
史
の
総
括
と
課
題

-
嬰
革
主
題
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
|

=と
口

田

穂

積

と
こ
ろ
が
そ
こ
で
目
、
ざ
さ
れ
た
、
近
代
資
本
制
へ
の
遊
展
の
契
機
を
見
出
す

と
い
う
貼
で
は
、
否
定
的
な
結
果
し
か
出
な
か
っ
た
。
商
品
生
産
の
慶
範
な
展

開
と
、

7

ニ
ュ
フ

7

ク
チ
ュ
ア
の
一
部
出
現
の
事
賞
は
指
摘
出
来
た
も
の
の
、

清
朝
の
専
制
支
配
の
下
に
更
な
る
愛
展
は
阻
ま
れ
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
は

欧
米
先
進
資
本
主
義
国
の
進
出
後
を
倹
た
ね
ば
、
中
園
に
は
現
わ
れ
な
い
と
の

結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
う
し
た
研
究
に
於
い
て
方
法
論
に
限
界
の
あ
っ
た
こ
と
、
批
剣
劇
到

象
た
る
戟
前
の
ア
ジ
ア
祉
曾
停
滞
論
を
異
に
克
服
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示

す
の
だ
、
と
い
う
反
省
が
研
究
賞
事
者
内
よ
り
、
六

0
年
代
前
半
の
「
近
代

化
」
論
批
剣
を
経
る
中
で
起
っ
て
来
た
。

か
く
し
て
六

0
年
代
後
牢
は
、
新
た
な
方
法
論
構
築
の
震
の
反
省
・
検
討
が

一
方
で
行
な
わ
れ
、
他
方
個
別
分
散
化
を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
情
況
が
現
わ
れ

た
。
そ
の
中
で
嘗
て
の
様
な
資
本
主
義
の
。
萌
芽
を
萌
芽
と
し
て
現
賞
に
賞
現

せ
し
め
る
も
の
と
し
て
。
の
農
民
運
動
研
究
は
口
に
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
代
っ

て
近
代
中
園
の
革
命
は
農
民
を
主
程
と
す
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
前
近
代
の
中

園
吐
曾
嬰
革
の
主
趨
形
成
と
し
て
、
清
代
の
農
民
運
動
に
於
け
る
様
々
な
形
態
、

及
び
そ
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
の
問
題
意
識
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
0

・
宋
卒
天
国
運
動
を
準
備
し
、
辛
亥
革
命
以
後
の
草
命
運
動
へ
繋
が
る
も
の
と

し
て
、
抗
租
や
抗
糧
の
闘
争
、
宗
教
結
祉
や
曾
黛
の
叛
鋭
、
少
数
民
族
や
そ
の

他
に
よ
る
暴
動
・
叛
観
は
取
り
扱
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
以
下
、
日
本
に
お
け
る
六

O
年
以
降
の
各
種
暴
動
・
叛
観
閲
係
論
文
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
、
i

そ
し
て
今
後
展
開
し
て
行
く
べ
き
ど
の
よ
う
な

課
題
が
見
出
さ
れ
る
か
、
を
検
討
し
て
み
た
い
。

-100ー

近
藤
秀
樹
氏
は
嘗
て
「
清
代
研
究
へ
の
覚
書
|
明
清
枇
曾
経
済
史
の
諸
問
題

口
」
(
東
洋
史
研
究
四
の
4
、
一
九
六
一
)
で
、
五

0
年
代
を
回
顧
し
て
、
明

末
清
初
の
資
本
制
生
産
の
萌
芽
研
究
と
、
ア
ヘ
ン
戟
字
以
後
の
近
代
史
研
究
と

の
二
つ
の
傾
向
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
が
、
共
に
方
法
論
的
混
迷
を
み
せ

て
お
り
、
こ
の
情
況
を
打
開
す
る
震
に
も
、
改
め
て
清
代
を
一
個
の
濁
立
し
た

時
代
と
し
て
考
え
直
す
試
み
が
な
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
と
言
っ
た
。

戦
後
の
中
国
史
研
究
は
、
中
国
革
命
の
政
治
的
現
貫
に
到
す
る
認
識
か
ら
、

戦
前
の
研
究
へ
の
反
省
の
下
、
停
滞
的
中
図
観
の
打
破
を
目
ざ
し
、
中
障
の
前

近
代
に
於
い
て
も
近
代
へ
の
褒
展
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
論
設
し
よ
う
と
し
た
。

中
国
の
事
界
に
於
け
る
資
本
主
義
萌
芽
論
争
の
影
響
も
あ
っ
て
、
そ
れ
迄
の
土

地
制
度
研
究
の
成
果
の
上
に
、
五

0
年
代
は
明
清
枇
曾
経
済
史
の
研
究
が
大
き

く
進
展
し
た
。
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抗
租
・
抗
糧
、
と
二
者
は
緊
密
な
閥
係
が
あ
る
も
の
と
し
て
一
健
化
し
て
扱

わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
小
林
一
美
氏
ら
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
巌
密
に

は
分
け
て
扱
う
べ
き
だ
ろ
う
。

抗
租
は
地
主
的
土
地
所
有
の
展
開
と
共
に
起
り
、
明
中
期
以
降
江
南
中
心
に

一
般
風
潮
と
な
る
。
笹
川
に
資
本
主
義
萌
芽
問
題
と
も
結
び
つ
け
て
捉
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
明
末
清
初
に
於
け
る
抗
租
の
各
地
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
明

清
聞
の
位
由
国
後
質
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
の
許
債
を
受
け
た
。
殊
に
華
中
・

筆
南
の
一
回
雨
主
制
・
一
回
三
主
制
と
関
係
さ
せ
て
の
‘
仁
井
田
陸
・
宮
崎
市

定
・
一
本
杉
玲
子
・
清
水
泰
次
、
及
び
中
閣
の
侍
衣
凌
ら
諸
氏
に
よ
る
研
究
成

果
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
五
0
年
代
末
迄
の
か
か
る
成
果
を

纏
め
た
の

が
、
田
中
正
俊
「
民
愛
・
抗
租
奴
袋
」
(
世
界
の
歴
史
日
〈
ゆ
ら
ぐ
中
華
帝

園
〉
、
一
九
六
乙
で
あ
る
。

郎
ち
、
明
朝
支
配
を
破
綻
に
追
い
込
ん
だ
力
を
、
商
品
生
産
の
展
開
と
生
産

力
上
昇
の
上
に
自
立
性
を
高
め
て
来
て
い
た
佃
戸
に
よ
る
抗
租
闘
宇
に
見
出

し
、
民
愛
も
備
工
な
ど
が
農
村
と
の
関
係
を
紹
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
抗
租

と
統
一
的
に
捉
え
得
る
し
、
奴
愛
も
佃
戸
・
一
麗一
農
の
参
加
に
よ
っ
て
、
先
進
的

に
導
か
れ
た
、
と
言
う
。

農
民
が
一
方
で
抗
租
を
通
じ
て
自
主
化
を
成
し
途
げ
、
他
方
牧
奪
の
進
行
の

下
で
更
に
抗
租
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
究
極
封
建
位
曾
解
醐
砲
の
力
と
な
る

と
い
う
覗
角
は
、
今
も
基
本
的
に
は
支
持
し
得
ょ
う
。
し
か
し
、
愛
展
を
阻
ま

れ
た
と
さ
れ
る
清
代
一
位
曾
に
於
け
る
闘
字
を
支
え
た
基
盤
は
何
か
。

ま
た
抗

租
必
ず
し
も
反
封
建
闘
字
の
中
心
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
う
理
解
す
る

か
、
な
ど
が
問
題
と
し
て
残
さ
れ
た
と
言
え
る
。

抗
租
の
成
果
と
し
て
の
耕
作
権
の
獲
得
と
し
て
は
、
一
回
荷
主
制
で
の
図
面

稽
と
並
ん
で
押
租
慣
行
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
白
石
鱒
男
氏
が
「
清
末
湖
南
の

農
村
祉
曾
l
押
租
慣
行
と
抗
租
傾
向
ー
レ
(
中
園
近
代
化
の
枇
曾
構
造
、
一
九

六
O
)
で
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
納
租
形
態
の
登
展
コ

l
ス
を
典
型
的
分

租
↓
襲
型
的
分
租
↓
定
租
(
穀
租
↓
銭
租
〉
と
設
定
し
た
際
小
作
保
設
金
と
し

て
の
押
租
が
、
費
型
的
分
租
ま
た
は
定
租
と
共
存
し
て
い
る
。
幼
時
期
の
押
租

と
言
う
べ
き
進
庄
礎
銀
は
乾
隆
時
代
に
現
わ
れ
、
そ
れ
は
小
作
人
搾
取
の
手

段
と
、
抗
租
劉
抗
の
手
段
と
の
こ
つ
の
役
割
を
持
っ

て
い
た
。
従
っ
て
清
末
の

押
租
成
立
は
清
中
期
以
降
の
抗
租
激
化
の
成
果
で
あ
り
、
耕
作
権
を
強
化
し
、

所
有
機
の
覚
醒
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
。

こ
の
進
庄
種
銀
に
つ
い
て
は
、
重
田
徳
氏
も
「
清
初
に
お
け
る
湖
南
の
地
主

制
に
つ
い
て
」
(
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
、
一
九
六
一
〉
で
扱
っ
て

い
る
が
、
首
初
よ
り
小
作
保
詮
金
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
し
、
定
T

ろ

地
主
に
よ
る
寅
質
的
地
代
増
加
の
手
段
と
し
て
の
役
割
を
重
く
み
る
。
そ
し
て

湖
南
の
地
主
制
を
二
類
型
に
分
け
、
そ
の
後
進
的
地
域
と
進
庄
躍
銀
は
結
び
つ

、

い
て
い
る
と
し
て
、
佃
戸
の
闘
争
の
客
健
と
し
て
の
面
の
み
を
み
る
。

清
代
の
抗
租
一
般
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
の
が
、
今
堀
誠
二
「
清

代
の
抗
租
」
(
史
拳
雑
誌
沌
の

9
、
一
九
六
七
)
で
あ
る
。
氏
は
抗
租
の
日
常

化
し
て
い
た
清
代
枇
舎
に
、
そ
れ
を
必
要
と
し
、
可
能
と
す
る
傑
件
が
あ
っ
た

筈
で
、
地
主
支
配
の
貫
徹
し
て
い
る
村
落
で
、
佃
戸
が
組
織
的
な
運
動
を
展
開

し
得
た
事
情
は
、
経
済
力
を
備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
落
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を

握
り
得
た
か
ら
だ
と
言
う
。

と
こ
ろ
で
園
家
権
力
の
在
り
方
と
地
主
・
佃
戸
閥
係
と
の
拘
わ
り
あ
い
と
い

う
観
鮎
か
ら
、
消
初
の
抗
租
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
森
正
夫
氏

で
、
「
明
清
時
代
の
土
地
制
度
」
(
世
界
歴
史
辺
、
一
九
七
一
〉
で
は
、
抗
租
闘

-101-
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争
の
分
析
を
通
じ
て
、
十
四
世
紀
後
牢
か
ら
十
九
世
紀
初
迄
の
華
中
・
南
の
地

主
・
佃
戸
開
係
解
明
に
及
ぶ
。
十
七
世
紀
福
建
・
江
西
な
ど
の
抗
租
は
、
商
品

生
産
・
農
村
手
工
業
一
の
設
展
で
主
種
的
力
量
を
強
化
し
た
佃
戸
と
、
商
業
高
利

貸
資
本
と
の
一
種
化
に
よ
っ
て
搾
取
を
強
化
し
た
地
主
と
の
、
地
主
的
土
地
所

有
の
名
目
化
に
伴
な
う
階
級
的
樹
立
の
明
確
化
を
示
す
も
の
だ
と
す
る
。
そ
し

て
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
ど
の
地
域
で
も
抗
程
が
持
績
的
に
行
な
わ
れ
、
土
地

所
有
関
係
そ
の
も
の
を
も
害
貼
と
し
、
土
地
へ
の
槌
利
確
立
が
迫
求
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
言
う
c

さ
て
、
こ
う
し
た
抗
租
の
捉
え
方
で
は
、
抗
糧
を
取
り
込
む
徐
地
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
森
氏
は
封
建
的
土
地
所
有
関
係
一
般
に
つ
い
て
の
理
解

と
、
資
料
と
を
性
急
に
結
び
つ
け
よ
う
と
の
志
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
、
「
寸
七
世
紀
の
稿
建
寧
化
豚
に
お
け
る
資
通
の
抗
租
叛
飢
付
」
(
名
古
屋
大

皐
文
事
部
研
究
論
集
印
(
史
事
鈎
)
、
一
九
七
=
一
)
で
は
、
抗
租
の
一
例
を
全

面
的
に
再
検
討
す
る
中
で
、
他
の
関
係
諸
叛
散
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
行
こ
う

と
す
，る。

抗
糧
に
つ
い
て
は
績
山
英
氏
に
「
中
閣
に
お
け
る
農
民
運
動
の
一
形
態
|
太

卒
天
国
前
の
「
抗
糧
L

運
動
に
つ
い
て
」
(
庚
島
大
皐
文
撃
部
紀
要
7
、
一
九

五
五
)
、
「
清
朝
中
期
に
お
け
る
抗
糧
運
動
」
(
歴
史
教
育
8
の
口
、
一
九
六

O
〉
、
「
成
型
期
、
山
東
の
抗
糧
風
潮
と
民
国
」
(
歴
史
教
育
ロ
の
9
、
一
九
六

回
〉
の
三
篇
が
あ
る
が
、
氏
は

『中
国
近
代
化
の
経
済
構
造
』
(
一
九
七
二
〉

の
第
四
部
・
滑
末
の
農
村
事
情
に
、
こ
れ
ら
を
も
と
と
し
て
「
十
九
世
紀
中
葉

の
抗
糧
風
潮
」
・
「
成
堕
期
の
山
東
農
民
枇
曾
」
を
奮
い
て
い
る
。

前
者
で
は
、
抗
糧
爾
宇
の
本
質
は
経
済
問
字
で
あ
っ
て
、
政
治
的
要
求
を
意

識
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
抗
租
闘
争
と
共
に
、
清
朝
支
配
を
揺
が
す
反
政
府

関
手
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
と
言
う
。
こ
の
抗
租
と
抗
糧
と
の
閥
係
は
、
一

方
で
中
小
地
主
・
上
農
居
へ
の
租
税
負
携
の
過
重
が
あ
り
、
他
方
で
佃
戸
に
よ

る
抗
租
闘
容
の
展
開
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
地
主
を
し
て
抗
糧
に
立

ち
上
が
ら
ざ
る
を
得
な
く
さ
せ
、
佃
戸
は
抗
租
を
成
功
さ
す
篤
に
抗
糧
へ
の
参

加
を
行
な
い
、
か
く
し
て
中
小
地
主
・
上
農
層
の
指
導
の
下
、
村
落
共
同
髄
を

足
場
と
し
て
、
佃
戸
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
枚
し
て
、
抗
糧
闘
争
が
嘉
慶
以
降
一

般
化
し
、
暴
動
化
し
て
行
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
主
題
が
中
小
土
地
所
有

者
で
あ
り
、
村
落
を
基
盤
と
し
て
い
る
潟
、
地
方
的
・
孤
立
的
な
経
済
関
字
に

止
ま
る
と
い
う
限
界
が
あ
っ
た
し
、
抗
租
及
び
抗
糧
の
展
開
は
、
清
朝
の
趨
制

的
危
機
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
地
主
は
村
落
秩
序
の
維
持
や
地
代
確
保
に
お

け
る
困
難
を
舞
え
、
構
力
の
再
編
強
化
に
協
力
す
る
か
、
そ
れ
と
も
各
階
層
を

ま
き
こ
ん
で
郷
村
自
衛
の
立
場
に
立
つ
か
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
、
抗
糧
の
基
盤

た
る
村
落
や
村
落
連
合
も
、
か
か
る
地
主
の
立
場
を
反
映
し
て
、
官
憲
側
か
抵

抗
側
か
の
二
つ
の
可
能
性
を
持
つ
に
至
る
。
後
者
に
立
て
ば
政
治
権
力
と
の
直

接
衝
突
か
ら
要
求
を
解
決
し
て
行
か
ざ
る
を
得
、
ず
、
慶
西
・
湖
南
の
堂
匪
、
安

徽
の
土
豪
的
園
練
、
山
東
の
民
固
な
ど
地
方
的
郷
民
楢
力
が
樹
立
さ
れ
た
の
だ

と
言
う
。

後
者
で
は
、
山
東
の
民
園
を
扱
い
、
園
練
と
い
う
大
義
名
分
の
お
か
げ
で
、

組
織
も
恒
常
的
な
も
の
と
な
り
、
公
然
主
武
装
し
、
抗
糧
闘
争
を
長
期
総
績
し

得
た
と
す
る
。

山
東
民
圏
は
紳
戸
輝
夫
「
清
代
後
期
山
東
省
に
お
け
る
「
闘
匪
」
と
農
村
問

題
」
(
史
林
田
の
4
、
一
九
七
三
〉
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
氏
は
貧
窮
自
耕
農

に
よ
る
抗
糧
の
震
の
合
法
的
手
段
と
し
て
結
成
し
た
園
練
が
黒
掴
ハ
恵
国
〉
と

呼
ば
れ
、
こ
れ
を
抑
え
る
震
に
清
朝
が
郷
紳
地
主
広
編
成
さ
せ
た
の
が
白
酒

-102-
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(
官
薗
〉
と
呼
ば
れ
た
が
、
白
圏
は
存
薬
を
基
礎
に
郷
民
を
動
員
し
て
農
民
軍

と
封
決
し
、
黒
圏
は
園
練
の
形
を
と
ら
な
い
反
官
組
織
H

匪
と
深
い
繋
り
を
持

っ
て
行
動
し
た
と
言
う
。
そ
し
て
農
民
屠
分
解
の
進
行
地
域
に
抗
糧
抗
官
が
多

愛
し
て
い
る
か
ら
、
抗
糧
は
田
早
な
る
反
清
闘
字
で
は
な
く
、
郷
紳
地
主
の
支
配

に
到
す
る
反
封
建
闘
潤
争
で
あ
っ
た
と
す
る
。

同
じ
太
卒
天
国
期
の
、
華
中
で
の
抗
糧
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
吹
郎
ご
八
五

三
年
嘉
定
農
民
蜂
起
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」
(
北
海
道
事
警
大
皐
紀
要
〈
第
一

部
)
刊
の
2
、
一
九
六

O
)、
鯨
弁
允
子
「
一
八
五
三
年
長
江
下
流
域
の
農
民

起
義
」
(
お
茶
の
水
史
事
3
、
一
九
六

O
)、
佐
々
木
正
哉
「
威
豊
二
年
郵
賂
の

抗
糧
暴
動
」
(
近
代
中
国
研
究
5
、
一
九
六
三
〉
、
坂
野
良
士
口
「
上
海
小
万
曾
の

叛
凱
」
〈
歴
史
事
研
究
部
、
一
九
六
九
)
な
ど
が
扱
っ
て
い
る
。

藤
岡
氏
は
抗
糧
闘
争
を
波
落
し
つ
つ
あ
る
中
小
地
主
を
中
心
と
す
る
農
民
層

に
よ
る
反
封
建
闘
争
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
清
朝
に
、よ
る
銭
漕
二
糧
の
差
別
勃

索
と
い
う
。
上
か
ら
の
座
力
e

と
、
開
港
後
の
洋
布
流
入
に
打
撃
を
蒙
っ
た
前

期
的
商
人
か
ら
の
鍛
寄
せ
H
H
政
奪
強
化
と
で
、
農
民
は
波
落
に
瀕
し
、
中
小
地

主
も
雨
極
分
解
し
て
農
民
層
に
近
づ
く
。
従
っ

て
清
末
の
主
要
矛
盾
は
、
地

主
・
佃
戸
聞
の
そ
れ
で
は
な
く
、
園
家
・
官
僚
地
主
・
寄
生
地
主
と
、
中
小

地
主
・
自
作
貧
農
・
佃
戸
・
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ
と
の
間
の
そ
れ
へ
と
縛
化
し
て
お

り
、
抗
糧
は
反
封
建
の
佐
絡
を
持
つ
に
至
る
と
言
う
。

佐
々
木
氏
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
経
済
受
動
が
、
佃
戸
や
農
民
と
い
っ
た
一
世

曾
的
に
弱
い
層
に
鍛
寄
せ
さ
れ
た
結
果
、
矛
盾
が
尖
鋭
化
さ
れ
、
暴
動
と
化

し
た
と
し
な
が
ら
、
抗
糧
の
目
的
は
地
方
官
の
不
正
・
不
公
卒
の
是
正
に
あ
っ

て
、
政
治
繁
革
の
意
園
は
な
く
、
従
っ
て
叛
飢
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
う
。

鯨
井
氏
は
青
浦
の
抗
糧
運
動
と
上
海
の
小
万
曾
起
義
と
の
関
連
を
扱
い
、
中

小
土
地
所
有
者
に
指
導
さ
れ
た
抗
糧
は
、
遊
民
の
参
加
に
よ
っ
て
様
へ
慶
が
る

が
、
そ
の
結
枇
的
色
彩
の
濃
厚
化
が
却
っ
て
農
民
の
生
活
を
脅
か
す
こ
と
と
な

り
、
小
力
曾
起
義
で
は
農
民
が
銀
座
の
側
へ
移
っ
た
と
す
る
。

坂
野
氏
も
小
刀
曲
目
起
義
の
限
界
を
農
民
の
側
の
そ
れ
に
求
め
、
起
義
が
農
民

運
動
と
結
び
つ
い
た
こ
と
で
政
治
叛
蹴
と
し
て
の
祉
曾
的
基
盤
を
得
た
も
の

の
、
檎
力
支
配
破
壊
が
郷
紳
層
の
ま
き
返
し
を
招
き
、
農
民
が
銀
座
側
に
再
組

織
さ
れ
、
農
民
は
改
良
主
義
の
本
質
を
見
抜
き
得
ず
、
ま
た
結
社
も
指
導
力
未

熟
の
故
に
、
清
朝
権
力
の
全
否
定
に
迄
は
赴
き
得
な
か
っ
た
と
す
る
。

同
時
期
の
華
中
の
抗
糧
と
深
い
閥
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
漁
民
の
叛
観
を
、

佐
ん
で
木
氏
バ
「
威
堕
八
年
郵
豚
漁
民
の
叛
鼠
」
(
駿
肇
史
事
問
、
一
九
六
五
〉

で
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
は
抗
糧
の
際
と
同
様
経
済
闘
争
で
あ
っ
た
が
、
太
卒

天
国
箪
の
掘
削
江
侵
入
の
勢
い
に
煽
ら
れ
て
叛
意
を
固
め
る
に
至
っ
た
と
す
る
。

同
じ
事
件
を
姫
田
光
義
氏
は
「
中
園
近
代
漁
業
史
の
一
駒
J
減
塑
八
年
郵
蘇
の

漁
民
闘
争
を
め
ぐ
っ
て
|
」
〈
近
代
中
園
農
村
枇
曾
史
研
究
、
一
九
六
七
〉
に

於
い
て
扱
い
、
太
卒
天
国
と
合
流
し
よ
う
と
し
た
黙
を
重
観
し
て
漁
民
の
意
識

の
高
さ
を
一
示
す
も
の
と
し
て
評
債
す
る
。

-103.-' 

四

抗
糧
に
つ
い
て
の
研
究
で
の
問
題
は
、
抗
租
と
の
関
連
及
び
地
主
屠
の
位
置

で
あ
る
。
抗
糧
の
歴
史
的
意
義
を
ど
う
評
債
す
る
か
、
と
い
う
問
題
も
畢
寛
そ

こ
か
ら
出
て
来
る
。
清
末
の
描
変
革
で
の
主
曲
目
を
何
者
と
み
る
か
の
階
級
規
定
、

及
び
襲
革
の
客
趨
た
る
清
末
中
園
位
曾
の
規
定
と
深
く
拘
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
農
民
運
動
と
言
う
か
ら
に
は
、
そ
の
農
民
と
は
い
か
な
る
農
民
で
あ
っ

た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
運
動
参
加
の
階
層
は
極
め
て

多
岐
に
亙
る
。
員
の
主
慢
を
佃
曲
演
に
み
る
か
、
そ
れ
と
も
自
作
貧
農
に
み
る

か
、
そ
れ
と
も
共
通
の
要
求
の
下
に
連
合
し
た
、
中
小
地
主
を
も
含
め
る
各
階
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唐
に
み
る
か
。
こ
れ
が
嘗
時
の
中
国
一駐
曾
に
於
け
る
基
本
的
矛
盾
の
所
在
、

清

末
製
革
の
基
本
的
性
格
、
そ
こ
で
の
抗
糧
の
役
割
を
ど
う
捉
え
る
か
を
決
定
す

る
の
で
あ
る
。

明
末
一
清
初
に
昂
ま
り
を
み
せ
た
抗
租
は
、
清
代
を
通
じ
て
、
必
ず
し
も
農
民

の
主
た
る
運
動
と
し
て
は
展
開
し
な
い
。
中
期
以
降
抗
糧
、
か
量
的
に
も
大
、
き
な

位
置
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。
本
来
的
に
は
反
官
・
反
清
の
姿
勢
が
な
い
と
し

て
も
、
事
賓
と
し
て
の
闘
家
櫛
力
と
の
針
決
へ
の
設
展
は
、
抗
糧
を
軽
観
出
来

な
く
す
る
。
し
か
も
最
大
の
叛
鋭
た
る
太
卒
天
国
運
動
が
、出国
範
な
階
層
の
参

加
の
下
に
展
開
し
た
こ
と
は
、
抗
糧
と
の
闘
争
形
態
上
の
連
綴
性
を
想
定
せ
ざ

る
を
得
な
く
す
る
。

小
島
音
治
氏
に
よ
る
一
連
の
太
卒
天
国
研
究
は
、
抗
租
及
び
抗
糧
へ
の
高
い

評
債
を
伴
な
っ
て
い
る
。

「
太
卒
天
国
」
(
世
界
の
歴
史
口
、
一

九
六
一
)
で

横
山
英
氏
の
抗
糧
研
究
な
ど
に
導
か
れ
、
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
佃
戸
に
よ

る
抗
租
の
一
般
化
は
、
地
主
を
し
て
佃
戸
と
組
ん
で
の
抗
糧
に
立
っ
か
、
闘
家

権
力
に
依
っ
て
抗
租
を
弼
座
す
る
か
の
岐
路
に
立
た
せ
、
佃
戸
の
闘
字
は
閣
家

権
力
と
の
針
決
に
設
展
す
る
。
地
主
・
佃
戸
制
の
一
般
化
し
て
い
る
地
域
で

は
、
村
落
を
基
盤
と
し
て
抗
租
が
展
開
し
、
他
の
地
域
で
は
抗
績
が
大
規
模
に

起
る
。
そ
し
て
太
卒
天
国
軍
の
進
軍
は
、
抗
糧
の
昂
揚
・
綴
大
、
抗
租
の
激
化

を
も
た
ら
す
。
太
卒
天
国
軍
自
慢
の
行
動
は
流
賊
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
が
、

こ
の
時
代
の
係
件
の
下
で
は
、
抗
租

・
抗
糧
を
噴
出
さ
せ
る
決
定
的

一
撃
と
な

っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

「
太
卒
天
国
と
農
民
(
中
の

一・一一
)
」
(
史
潮
田
・
川
町
、
一
九
六
六
)
で

は
、
抗
租
・
抗
糧
を
包
括
し
て
扱
わ
ず
、
地
主
制
の
在
り
方
と
の
関
係
か
ら
、

即
ち
そ
の
地
域
的
な
設
展
の
度
合
い
の
反
映
を
見
出
毛
う
と
す
る
競
貼
を
推
し

進
め
た
。
湖
南

・
湖
北
に
つ
い
て
だ
け
で
は
あ
る
が
、
農
民
闘
字
の
形
態
に
は
、

抗
糧
・

鎗
米

・
抗
租
の
三
つ
が
み
ら
れ
、
抗
糧
地
域
は
土
地
の
生
産
性
が
低
く
、

郷
居
地
主
の
指
導
が
あ
る
。
郷
居
地
主
は
上
昇
の
機
曾
を
持
ち
得
ず
、
税
に
つ

い
て
郷
紳
大
地
主
と
の
差
別
の
下
に
あ
っ
て
、
清
朝
と
封
立
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
鎗
米
地
域
は
産
米
地
州
市
で
、
米
の
購
買
者
に
梼
落
し
た
貧
民
が
、
曾
篤

の
指
導
の
下
に
、
権
力
奪
取
の
革
命
闘
争
へ
と
設
展
し
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が

抗
租
地
域
は
先
進
的
経
済
地
槽
で
、
佃
戸

一
般
の
地
主
一
般
に
劉
す
る
階
級
闘

争
と
し
て
展
開
し
、
白
蓮
数
系
結
献
の
前
衛
的
役
割
が
み
ら
れ
る
と
言
う
。

「
太
卒
天
国
革
命
」
(
世
界
歴
史
幻
、
一
九
七

一
〉
で
は
、
長
江
中

・
下
流

域
の
農
民
閲
字
の
う
ち
、
捨
米
を
除
い
た
二
形
態
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、

そ
こ
で
抗
糧
に
つ
い
て
は
、
在
村
中
小
地
主
を
指
導
者
と
し
、
村
落
連
合
の
組

織
に
よ
っ
て
関
わ
れ
た
と
す
る
横
山
氏
ら
の
見
解
の
再
検
討
を
提
起
す
る
。
抗

糧
で
も
曾
筏
の
指
導
で
革
命
関
字
に
設
展
し
、
太
卒
天
固
な
ど
へ
合
流
し
た
も

の
が
あ
る
し
、
指
導
者
と
し
て
の
地
主
層
が
洋
務
汲
の
出
現
と
共
に
反
革
命
側

へ
再
統
合
さ
れ
た
と
言
う
。
抗
租
が
抗
糧
と
併
起
し
た
地
域
で
は
、
抗
糧
が
在

村
地
主
の
指
導
に
よ
ら
ず
、
零
細
自
作
農
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
抗
租
を
溺
愛
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
こ
で
の
抗
租
も
城
居
の
官
紳
地
主
に
だ

け
で
な
く
、
非
特
権
的
在
村
地
主
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

抗
租

・
抗
糧
に
地
域
差
の
問
題
を
と
り
こ
ん
で
論
じ
た
の
は
小
林
一
美

「十

九
世
紀
に
お
け
る
中
園
農
民
闘
字
の
諸
段
階
」
(
東
ア
ジ
ア
近
代
史
の
研
究
、

一
九
六
七
)
で
あ
っ
た
。

一
回
雨
主
制
・
押
租
慣
行
の
出
現
で
、
明
代
以
降
の
地

主
制
に
愛
化
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
雨
者
は
地
域
、
が
重
な
り
、
し
か
も
そ
こ
は
抗

租
・
抗
糧
の
支
配
的
な
地
州
市
で
あ
る
。
特
に
長
江
デ
ル
タ
地
帯
で
は
佃
農
に
富

農
経
営
へ
の
展
望
が
見
ら
れ
、
矯
に
農
民
暦
内
の
分
解
で
連
帯
性
は
崩
れ
、
巨

大
な
闘
字
が
起
ら
な
い
。
次
に
湖
南
・
祈
江
南
部
な
ど
は
抗
粗
暴
動
地
帯
で
、

そ
の
他
は
流
動
的
世
田
域
暴
動
の
見
ら
れ
る
地
常
で
あ
る
。
そ
こ
は
生
産
カ
の
震

-104ー
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展
が
見
ら
れ
ず
、
階
層
分
化
が
進
行
し
な
い
の
で
、
階
級
制
到
立
は
一
気
に
慶
域

、

周
容
に
贋
が
る
。
太
卒
天
国
・
捻
軍
は
そ
こ
か
ら
起
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。小
島
・
小
林
雨
氏
で
は
、
経
済
的
先
進
性
と
闘
争
上
の
先
進
性
と
の
関
連
の

理
解
に
於
い
て
相
違
が
み
ら
れ
る
。
小
林
氏
は
基
本
的
な
枇
曾
遊
展
の
コ
ー
ス

を
佃
戸
の
富
農
化
に
見
ょ
う
と
し
、
「
太
卒
天
国
前
夜
の
農
民
間
字

l
揚
子
江

下
流
デ
ル
タ
地
借
に
お
け
る
|
」
(
近
代
中
国
農
村
枇
舎
史
研
究
、
一
九
六
七
)

で
試
み
る
が
、
に
も
拘
ら
ず
政
治
的
主
力
は
寧
ろ
経
済
的
後
進
地
静
よ
り
出
現

す
る
こ
と
を
重
親
し
て
、
「
抗
租

・
抗
糧
闘
手
の
彼
方
1

下
層
生
活
者
の
想
い

と
政
治
的
・

宗
教
的
自
立
の
途
|
」
(
思
想
刷
、
一
九
七
三
)
で
、
経
済
的

・

駐
曾
的
次
元
の
闘
字
は
、
政
治
的

・
宗
教
的
次
元
の
闘
宇
と
無
媒
介
に
は
直
結

せ
ず
、
前
者
か
ら
後
者
へ
は
精
一
柳
的
柏
崎
倒
が
あ
る
筈
だ
と
す
る
。
そ
れ
は
曾
黛

や
宗
教
結
粧
が
、
外
部
か
ら
世
界
観
を
持
ち
込
む
限
り
に
於
い
て
‘
始
め
て
既

成
園
家
の
共
同
の
幻
想
性
を
問
う
に
至
り
、
経
済
闘
争
か
ら
政
治
闘
争
へ
の
装

展
が
可
能
に
な
る
と
言
う
。

前
田
勝
太
郎
「
清
代
の
庚
東
に
お
け
る
農
民
闘
字
の
基
盤
」
〈
東
洋
事
報
日

の
4
、
一
九
六
九
)
で
も
、
抗
租
抗
糧
の
関
手
組
織
と
な
っ
た
曾
黛
の
積
極
的

意
義
が
高
く
買
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

農
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、
こ
れ
に
思
想
的
支
柱
を
奥
与
え
る

宗
教
結
一
位

・
曾
誕
の
賓
態
は
、
必
ず
し
も
充
分
に
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
特
に
非
農
民
層
で
設
遼
・
扱
大
し
た
結
従
・
曾
黛
が
、
積
極
的
に
農
民
を

組
織
し
、
農
民
の
側
で
も
合
流
し
て
行
く
、
そ
の
契
機
の
解
明
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
抗
租
・
抗
糧
の
日
常
化
の
中
で
、
そ
の
闘
字
基
盤
・
組
織
と
し
て
機
能

し
た
村
落

・
村
落
連
合
な
ど
と
、
曾
黛
と
の
関
係
は
、
前
者
を
後
者
が
超
越

・

克
服
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
従
来
の
見
解
を
こ
れ
か
ら
も
支
持
し
て
行
っ
て
よ

い
の
か
。
互
い
に
相
容
れ
な
い
原
理
に
基
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
小
島
氏
が

指
摘
し
た
、よ
う
な
抗
租

・
抗
糧
と
曾
篤
と
の
結
合
の
事
例
の
理
解
に
拘
わ
っ
て

来
る
の
で
‘
あ
る
。五

宗
教
結
社
に
よ
る
清
代
の
叛
凱
ど
し
て
は
、
白
蓮
教
に
よ
る
そ
れ
が
代
表
的

で
、
五

0
年
代
に
は
鈴
木
中
正
氏
の
『
清
朝
中
期
史
研
究
』
(
一
九
五
二
)
が

あ
り
、
最
近
で
は
安
野
省
三
氏
が
「
清
代
の
農
民
叛
飢
」
(
世
界
歴
史
ロ
、

一

九
七
二
)
で
扱
っ
て
い
る
。

安
野
氏
は
鋭
の
舞
牽
と
な
っ
た
地
域
へ
の
他
省
か
ら
の
移
住
民
に
於
い
て

は
、
宗
族
的
・
地
縁
的
結
合
が
稀
薄
だ
か
ら
、
白
蓮
教
の
歴
史
的
意
義
を
、
郷

紳
支
配
の
温
床
た
る
地
域
枇
曾
の
閉
鎖
性
・
孤
立
性
の
打
破
に
み
る
。
彼
ら
移

住
者
の
本
籍
は
抗
租
・
抗
糧
の
頻
畿
地
で
あ
り
、
移
住
は
徴
税
抵
抗
の

一
表
徴

で
あ
り
、
彼
ら
が
押
租
金
を
は
じ
め
と
す
る
生
業
資
金
を
手
に
、
郷
里
で
の
階

級
闘
争
の
鐙
験
を
生
か
し
て
、
そ
の
水
準
を
越
え
よ
う
と
試
み
た
の
が
、
こ
の

飢
で
あ
っ
た
と
す
る
。

他
の
宗
教
結
祉
の
叛
飢
を
扱
っ
た
も
の
と
，し
て
は
、
小
野
田
サ

ヨ
子
「
嘉
慶

十
八
年
の
天
理
教
徒
の
鋭
に
つ
い
て
」
ハ
史
州
7
、
一
九
六
六
〉
が
あ
り
、
京

師
の
林
清
に
よ
る
も
の
と
、
河
南
の
李
文
成
に
よ
る
も
の
と
の
行
動
形
態
・
規

模
に
お
け
る
大
き
な
差
濯
に
注
目
b
て
、
後
者
は
構
成
員
か
ら
み
て
明
ら
か
に

農
民
叛
飢
と
言
え
る
が
、
前
者
は
都
市
の
無
頼
の
徒
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
後

者
の
方
が
よ
り
結
合
力
が
強
い
が
、
や
は
り
局
地
的
行
動
に
終
始
す
る
傾
向
を

も
っ
て
い
た
。
と
は
言
え
、
商
者
と
も
下
層
民
に
よ
る
現
行
機
力
へ
の
反
抗
運

動
で
あ
る
と
言
う
。

曾
焦
に
よ
る
叛
観
は
、
殊
に
太
卒
天
国
期
の
そ
れ
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
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い
る
。
佐
々
木
正
哉
氏
に
「
威
堕
三
年
度
門
小
刀
舎
の
叛
凱
」
(
東
洋
畢
報
必

の
4
、
一
九
六
三
)
、
「
威
堕
四
年
度
東
天
地
曾
の
叛
飢
」
(
近
代
中
園
研
究
セ

ン
タ
ー
実
報
2
、
一
九
六
三
〉
が
あ
る
。
前
者
で
、
氏
は
指
導
者
に
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
生
れ
の
英
園
籍
中
園
人
の
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
目
的
・
動
機
に
他
の
曾

篤
と
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
即
ち
ア
ヘ
ン
戦
争
以

来
の
中
園
官
民
に
よ
る
英
園
人
及
び
英
園
籍
中
国
人
へ
の
反
感
情
惑
が
、
婦
園

筆
僑
へ
の
地
方
官
に
よ
る
結
祉
活
動
調
墜
と
な
り
、
報
復
に
小
刀
曾
が
立
っ
た

の
だ
と
す
る
。
太
卒
天
国
の
興
起
に
刺
激
さ
れ
て
廠
起
し
て
い
る
も
の
の
、
本

よ
り
反
清
復
明
以
外
に
明
確
な
政
治
理
念
を
持
た
な
い
か
ら
、
慶
門
占
領
に
止

ま
っ
た
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

後
者
で
は
天
地
曾
出
現
の
背
景
に
設
き
及
ぶ
。
問
団
東
で
盛
ん
と
な
る
の
は
嘉

慶
以
後
で
あ
り
、
恵
州
府
の
場
合
、
土
客
封
立
が
組
織
設
展
に
大
き
く
作
用
し

て
お
り
、
強
固
な
同
族
組
織
を
持
つ
土
着
民
に
劉
し
、
分
散
的
な
客
民
が
統
一

的
組
織
を
必
要
と
し
、
こ
れ
が
土
客
樹
立
を
更
に
激
化
し
、
や
が
て
舎
黛
そ
の

も
の
も
反
官
化
し
、
ア
ヘ
ソ
融
制
争
後
出
現
し
た
多
く
の
失
業
者
を
吸
牧
し
て
叛

飢
に
畷
起
し
た
。
し
か
し
神
秘
的
預
言
で
大
衆
を
動
員
し
得
た
に
過
ぎ
ず
、
蹴

後
の
具
程
的
政
治
構
想
を
持
た
ぬ
震
、
流
民
・
貧
民
・
下
級
努
働
者
以
外
の
安

定
的
祉
曾
層
に
浸
透
し
得
、ず
、
政
治
勢
力
と
し
て
は
設
展
出
来
な
か
っ
た
と
言

〉
円
ノ

こ
こ
で
曾
黛
の
反
清
岡
容
に
お
け
る
役
割
評
債
に
二
つ
の
相
反
す
る
見
解
の

存
す
る
こ
と
を
知
る
。
卸
ち
佐
々
木
氏
で
は
そ
の
限
界
の
面
が
強
調
さ
れ
、
小

島
氏
な
ど
で
は
そ
の
積
極
性
の
面
が
強
調
さ
れ
る
。
確
か
に
寅
態
の
未
だ
不
明

な
部
分
の
多
い
曾
黛
の
、
こ
れ
迄
明
ら
か
に
さ
れ
た
貼
か
ら
は
依
然
矛
盾
し
た

評
慣
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
枇
曾
的
基
盤
に
つ
い
て
は
、
機
能
・
役
割

が
仲
閣
的
相
互
扶
助
に
あ
る
と
す
れ
、
ば
、
村
落
の
農
民
層
よ
り
、
そ
の
農
村
か

ら
あ
ふ
れ
た
貧
民
及
び
都
市
下
層
民
・
交
通
労
働
者
な
ど
に
受
容
さ
れ
た
だ
ろ

う
。
に
も
拘
ら
ず
、
宗
教
的
結
祉
で
は
、
か
な
り
虞
く
農
村
に
浸
透
し
で
い

る
。
宗
教
色
が
強
調
さ
れ
な
い
、
所
謂
曾
黛
の
類
が
、
農
村
に
浸
透
す
る
に
嘗

つ
て
は
、
従
来
の
村
落
構
造
に
鱒
換
が
起
り
、
村
落
側
に
受
容
の
契
機
が
生
じ

た
と
同
時
に
、
従
来
の
狭
い
活
動
範
囲
を
越
え
て
脂
製
展
せ
ん
と
し
た
曾
黛
側
の

内
的
契
機
も
存
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

佐
々
木
氏
が
「
天
地
曾
成
立
の
背
景
」
(
明
治
大
皐
人
文
科
事
研
究
所
紀
要

7
、
一
九
六
九
)
、

『清
末
の
秘
密
結
祉

・
前
篇
、
天
地
舎
の
成
立
』
(
一
九
七

O
)
に
よ
っ
て
始
め
た
研
究
が
、
か
か
る
契
機
の
究
明
に
嘗
る
も
の
で
あ
る
と

は
、
今
の
と
こ
ろ
み
え
な
い
。

ま
た
曾
黛
の
限
界
と
し
て
、
そ
の
政
治
的
理
念
の
貧
弱
さ
が
指
摘
さ
れ
る

が
、
既
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
出
国
東
天
地

命
聞
の
残
惜
摘
が
賓
西
で
建
設
し
た
大
成
閣
に
は
、
こ
の
限
界
を
超
え
る
も
の
が
見

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

曾
黛
モ
の
も
の
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
酒
井
忠
夫
氏
に
「
清
末
の
曾
黛

と
民
衆
|
特
に
寄
老
曾
に
つ
い
て

l
」
(
歴
史
教
育
臼
の
辺
、
一
九
六
五
)
、
「
紅

駕
に
つ
い
て
』
〈
紅
曾
文
化
史
事
7
、
一
九
七
一
)
、
「
術
の
民
衆
の
意
識
」
(
東

洋
史
研
究
氾
の
2
、
一
九
七
二
)
が
あ
り
、
寄
老
曾
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
皇

井
彦
七
郎
・
小
野
信
爾
寸
十
九
世
紀
中
園
の
仇
数
運
動
|
植
民
地
主
義
へ
の
抵

抗
|
」
(
世
界
の
歴
史

u、
一
九
六
一
)
、
渡
遜
惇
「
清
末
寄
老
曾
の
成
立
|
一

八
九
一
年
長
江
流
域
起
事
計
劃
の
背
景
|
」
(
近
代
中
関
農
村
批
曾
史
研
究
、

一
九
六
七
〉
な
ど
が
あ
る
。

渡
透
氏
は
、
滑
代
中
期
に
融
合
化
を
初
め
て
い
た
天
地
曾
・
白
蓮
教
の
二
大

系
統
が
、
太
卒
天
国
運
動
の
中
で
、
官
可
老
骨
聞
を
成
長
さ
せ
た
と
す
る
。
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清
代
の
反
官
・
反
清
運
動
に
は
様
々
な
形
態
・
段
階
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
構

成
員
の
階
層
も
複
雑
・
多
様
で
あ
る
。
最
後
に
徐
り
重
視
さ
れ
な
い
分
野
に

闘
す
る
諸
研
究
に
燭
れ
た
い
。
先
ず
少
数
民
族
の
叛
鋭
は
、
政
治
的
現
賓
と
結

び
つ
い
て
い
る
中
園
と
異
な
り
、
日
本
で
は
殆
ん
ど
研
究
が
な
い
。
僅
か
に
回

族
に
就
い
て
若
干
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
六

0
年
代
に
は
、
今
永
清
二
『
中
関
回

数
史
序
説
』
(
一
九
六
五
〉
の
五
・
六
・
七
章
、
特
に
第
五
章
の
「
中
国
に
お

け
る
回
民
起
義
の
一
形
態
L

と
、
神
戸
輝
夫
「
清
代
後
期
の
雲
南
国
民
運
動
に

つ
い
て
」
(
東
洋
史
研
究
却
の
2
・
3
、
一
九
七

O
)
と
だ
け
で
あ
る
。

今
永
氏
は
清
代
の
少
数
民
族
と
漢
族
と
の
聞
の
岡
容
の
本
質
を
、
清
朝
が
支

配
の
震
に
用
い
た
手
段
だ
と
み
る
。
に
も
拘
ら
ず
逆
に
支
配
を
揚
が
す
大
叛
飢

と
も
な
っ
た
の
で
あ
り
、
雲
南
に
お
け
る
回
民
運
動
は
か
か
る
褒
展
を
示
す
例

だ
と
言
う
。
そ
し
て
国
民
は
漢
民
と
人
類
事
的
差
還
、
が
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の

運
動
は
軍
な
る
少
数
民
族
闘
争
と
み
る
よ
り
も
干
部
溶
解
放
闘
争
と
み
る
べ
き

で
、
そ
の
性
格
放
に
や
が
て
回
・
漢
・
夷
を
結
集
し
て
の
、
よ
り
庚
範
な
反
封

建
闘
争
へ
と
愛
展
し
た
の
だ
と
言
う
。

こ
の
回
民
社
曾

H
未
解
放
部
落
、
回
民
闘
争
H
未
解
放
部
落
闘
争
と
規
定
す

る
見
解
に
は
同
意
し
か
ね
る
と
し
、
回
民
は
中
国
に
於
い
て
は
や
は
り
少
数
民

族
的
存
在
で
あ
り
、
階
級
矛
盾
は
回
民
・
漢
民
の
各
社
合
園
内
に
み
る
べ
き
で
あ

り
、
従
っ
て
回
民
運
動
は
民
族
解
放
闘
容
と
し
て
の
面
と
、
階
級
闘
争
と
し
て

の
面
と
の
隻
方
を
持
つ
も
の
と
捉
え
る
べ
き
だ
と
す
る
の
が
、
神
戸
氏
一
で
あ

る
。
氏
は
、
郷
村
に
於
い
て
回
・
漢
・
夷
の
貧
窮
農
民
の
抗
糧
闘
争
が
、
各
族

の
地
主
層
を
も
突
き
動
か
し
て
反
清
関
手
へ
主
立
ち
上
ら
せ
、
更
に
鍍
山
努
働

者
の
参
加
に
よ
っ
て
先
進
性
を
有
し
、
地
方
政
檎
の
樹
立
に
迄
愛
展
し
た
と
言

よ一ノ。
回
族
以
外
で
は
、
小
島
耳
目
治
民
な
ど
が
遁
光
+
六
年
の
藍
生
樽
、
同
二
十
七

年
の
雷
正
治
起
義
を
、
猪
族
に
よ
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
い
る
程
度
で
、
専

論
は
な
い
。

少
数
民
族
の
妓
凱
以
外
に
、
嘗
て
佐
野
挙
氏
が
『
清
朝
祉
曾
史
』
第
三
部
農

民
運
動
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
盗
匪
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
が
、
例
え
ば

・
海
賊
な
ど
に
し
て
も
、
明
代
研
究
に
お
け
る
ほ
ど
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
海
賊
に
つ
い
て
は
、
勝
田
弘
子
「
清
代
海
窓
の
飢
」
λ
史
論
問
、
一
九
六
八
〉

が
、
同
時
期
の
白
蓮
数
飢
に
比
べ
軽
視
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
し
て
、
取
り
上
げ

て
い
る
。
間
新
雨
慶
の
岳
然
環
境
は
多
く
の
失
業
者
を
生
み
出
し
、
こ
れ
が
安

南
の
政
治
的
意
聞
に
よ
る
援
助
を
受
け
て
、
盗
匪
と
し
て
清
朝
支
配
を
脅
か
す

も
の
に
成
長
し
た
が
、
安
南
で
の
政
獲
で
被
護
者
を
失
な
い
衰
退
し
た
の
だ
と

言
う
。太
卒
天
国
期
の
盗
匪
に
つ
い
て
は
、
川
久
保
悌
郎
氏
に
「
満
洲
馬
賊
考

l
威

堕
・
同
治
期
に
お
け
る
そ
の
活
動
を
中
心
と
し
て
|
」
(
文
経
論
幾
3
の
4
、

一
九
六
八
)
「
満
洲
金
匪
考
|
「
韓
塗
外
」
の
こ
と

l
」
(
同
7
の
3
、
一
九
七

二
)
が
4

あ
り
、
太
卒
天
国
期
の
内
憂
外
患
が
清
朝
の
関
心
を
本
土
に
集
中
さ
せ

た
気
に
、
潟
、洲
に
統
治
上
の
空
洞
吠
態
が
生
じ
た
こ
と
が
彼
等
の
跳
梁
の
原
因

だ
と
言
う
。

と
こ
引
っ
で
最
後
に
な
っ
た
が
、
農
民
暴
動
の
範
鳴
に
は
ア
ヘ

γ
戦
争
期
の
抗

英
間
容
も
入
る
。
中
国
で
は
六

0
年
代
も
研
究
が
繕
績
し
て
い
る
が
、
日
本
で

は
途
絶
え
て
い
る
。
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七

以
上
、
太
卒
茨
国
期
以
前
の
清
代
に
お
け
る
、
農
民
を
中
心
と
す
る
叛
鋭
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暴
動
に
つ
い
て
、
一
九
六

O
年
以
降
の
諸
論
稿
を
概
観
し
て
来
た
が
、
そ
こ
に

次
の
よ
う
な
諸
貼
を
指
摘
出
来
ょ
う
。

村
太
卒
天
国
期
以
降
に
闘
す
る
研
究
と
比
べ
、
量
的
に
は
決
し
て
盟
富
で

は
な
い
。
し
か
も
抗
租
や
抗
糧
の
よ
う
に
重
観
さ
れ
て
い
て
も
未
だ
不
明
を
残

す
分
野
が
多
い
。
そ
し
て
依
然
と
し
て
清
初
に
関
す
る
研
究
と
、
ア
ヘ
ン
職
手

以
降
に
闘
す
る
研
究
と
の
間
に
分
断
の
情
況
が
見
出
せ
る
。

口
付
と
関
連
し
て
、
問
題
意
識
の
上
で
も
清
初
と
ア
ヘ
ン
職
字
以
降
と
を

扱
う
隻
方
の
聞
に
、
微
妙
な
ず
れ
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
抗
租
の
評
債
な
ど
で

あ
る
。国
に
も
拘
ら
ず
、
例
え
ば
太
卒
天
国
運
動
が
抗
租
や
抗
糧
と
い
っ
た
農
民

の
不
断
の
関
宇
の
設
展
の
流
れ
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
運
動
を
組
織
す

る
も
の
と
し
て
、
従
来
古
い
要
素
と
し
て
否
定
・
克
服
の
封
象
観
さ
れ
て
い

た
、
村
落
の
共
同
関
係
や
宗
教
結
枇
・
曾
黛
に
到
し
て
積
極
的
に
許
償
し
て
行

こ
う
と
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

伺
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
中
園
枇
曾
蝿
変
革
の
主
僅
形
成
に
問
題
の
焦
貼
を
嘗

て
よ
う
と
す
る
姿
勢
か
ら
出
設
し
て
お
り
、
そ
こ
で
農
民
を
無
限
定
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
地
主
や
自
作
曲
肢
を
二
分
し
て
、
性
格
・
役
割
を
固

定
化
し
て
捉
え
る
こ
と
も
な
く
、
歴
史
的
係
件
の
下
で
現
出
す
る
具
種
的
な
相

貌
、
即
ち
基
本
的
な
一
位
曾
矛
盾
と
の
間
に
と
り
結
ぶ
関
係
を
重
視
し
て
行
こ
う

と
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、

付
分
断
情
況
を
破
る
震
に
も
清
代
中
期
の
研
究
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い

る
。臼

そ
の
際
、
宗
教
結
吐
・
曾
黛
の
形
成
・
震
展
と
、
そ
の
浸
透
し
て
行
く

一
駐
曾
層
、
佐
倉
的
基
盤
に
闘
す
る
解
明
を
、
抗
租
や
抗
糧
の
激
化
し
績
大
し
て

行
く
背
景
の
解
明
と
結
び
つ
け
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
叛
飢
・
暴
動
の

研
究
は
こ
の
問
題
と
切
り
放
し
て
は
行
な
い
え
な
い
。

同
地
域
差
、
特
に
自
然
環
境
が
叛
鋭
・
暴
動
の
祉
曾
的
背
景
、
構
成
枇
曾

層
と
ど
う
拘
わ
る
か
は
、
無
視
出
来
ま
い
。

伺

更
に
は
、
政
治
的
・
宗
教
的
諸
叛
凱
を
前
近
代
中
図
枇
曾
副
賞
草
の
歴
史

の
中
で
、
正
し
く
位
置
づ
け
る
べ
く
、
方
法
論
的
に
も
検
討
は
績
け
ら
れ
ね
ば

な
る
ま
い
。
そ
れ
ら
諮
叛
飢
が
正
に
打
倒
せ
ん
と
し
た
、
骨
国
該
歴
史
段
階
の
中

圏
一
位
曾
は
如
何
な
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
る
べ
き
か
。
如
何
な
る
歴
史
的
課
題

を
そ
れ
ら
諸
叛
飢
は
携
わ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
近
代
の
人
民
闘
争

が
如
何
な
る
地
貼
よ
り
出
獲
し
、
新
た
に
如
何
な
る
課
題
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
か
、
へ
の
見
通
し
を
輿
え
る
も
の
と
し
て
で
あ
る
。
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